
事
務
局
長
　
菅
野
　
直
芳
　

長
引
く
コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ
り
、
振
興

会
の
行
事
は
ほ
と
ん
ど
実
施
す
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

本
会
の
事
業
を
少
し
で
も
実
施
で
き
る

よ
う
に
努
力
し
て
行
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

今
年
度
は
、
二
億
円
基
金
事
業
と
し
て
、

交
流
館
の
大
改
装
工
事
が
完
成
し
オ
ー
プ

ン
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
特
に
調
理

室
は
最
新
の
調
理
器
具
が
備
わ
っ
た
す
ば

ら
し
い
施
設
で
す
。
多
く
の
皆
様
に
利
用

し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、

調
理
器
具
の
使
用
方
法
等
に
関
し
て
は
、

伊
達
市
の
支
援
員
に

協
力
を
お
願
い
し
て

い
ま
す
。

ま
た
、
広
報
等
で

周
知
の
と
お
り
、
石

田
小
学
校
の
閉
校
と

掛
田
小
学
校
へ
の
統

合
が
今
年
度
末
の

令
和
五
年
三
月
に
あ

り
ま
す
。
閉
校
に
関

す
る
行
事
や
閉
校
記
念
誌
の
発
刊
を
振
興

会
、
石
田
小
P
T
A
そ
し
て
石
田
小
学
校

で
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
皆
様

の
ご
協
力
を
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

石
田
サ
ロ
ン
会
長
　
佐
藤
　
フ
サ
さ
ん
　

サ
ロ
ン
で
は
、
季
節
に
応
じ
た
活
動
を

行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
の
為
に

中
止
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
去
年
か

ら
行
わ
れ
て
い
た
交
流
館
の
改
修
工
事
も

明
る
く
き
れ
い
に
完
成
さ
れ
ま
し
た
。
い

ろ
い
ろ
な
設
備
も
調
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

糀
か
ら
作
れ
る
加
工
室
や
、
パ
ン
生
地
な

ど
を
発
酵
す
る
器
具
、
パ
ン
や
ピ
ザ
な
ど

を
焼
い
た
り
蒸
し
物
も
で
き
る
器
具
な
ど

が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
サ
ロ
ン
活
動

も
こ
れ
ら
の
設
備
が
活
用
で
き
る
よ
う
な

計
画
を
立
て
、
食
の
大
事
さ
と
作
る
楽
し

さ
を
皆
さ
ん
と
一
緒
に
行
っ
て
行
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

新
年
度
の
事
業
に
つ
い
て

こ
の
人
紹
介

直
接
玄
関
前
に
駐
車
可
能
と
な
り
、
車
椅
子
で
の
使
用
が
容
易

と
な
り
ま
し
た
。

夜
間
の
階
段
使
用
も
明
る
く
安
全
に
な
り
ま
し
た
。

石
戸
地
区
交
流
館

石
戸
地
区
交
流
館

　
　
　
大
改
装
完
成

　
　
　
大
改
装
完
成

新
し
い
調
理
器
具
の

取
り
扱
い
説
明
を
受

け
ま
し
た
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左
側
の
調
理
実
習
室
で
作
っ
た
も
の
を
試
食
す

る
コ
ー
ナ
ー
で
す
。

調
理
実
習
室
か
ら
ガ
ラ
ス
越
し
に
見
え
、
カ
ウ

ン
タ
ー
に
出
し
入
れ
で
き
ま
す
。

本
格
的
調
理
、
加
工
施
設
と
な
り
ま
し
た

大火力ガスコンロ、大型冷蔵庫及び各種調理器具、パンやピザも焼ける大型オーブン等が揃っています。

ロビー

調理実習室

応
接
セ
ッ
ト
が
あ
っ
た
ロ
ビ
ー
は
オ
シ
ャ
レ
な

レ
ス
ト
ラ
ン
風
に
な
り
ま
し
た
。
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本格的な調理加工用の衛生設備です。

トイレはウオッシュレット付きの洋式となり使い
やすく衛生的になりました。

照明は全て LED器具になり、より明るくなり節電
効果もあります。

地元産大豆による味噌づくり等の加工室となっており、糀発酵器具もあります。

農産加工実習室

着替え休憩室及び作業着殺菌室

い　　し　　だ　　便　　り 2022 年 4 月 28 日発行第　37　号（3）



　

�

本
年
度
事
業
計
画
・
予
算
及
び
石
田
小
学
校

閉
校
記
念
事
業
実
行
委
員
会
組
織
を
審
議

今
年
度
は
あ
る
程
度
事
業
が
可
能
と
見
込
み
通
常

の
計
画
と
予
算
を
計
上
す
る
案
と
な
り
ま
し
た
。
総

会
に
つ
い
て
は
昨
年
同
様
書
面
決
議
と
な
り
ま
す
。
総

会
資
料
が
配
布
さ
れ
ま
し
た
ら
五
月
八
日
迄
に
取
り

ま
と
め
書
面
表
決
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

石
田
小
学
校
閉
校
記
念
事
業
実
行
委
員
会
に
つ
い

て
実
行
委
員
長
が
石
田
ふ
る
さ
と
振
興
会
長
、
副
委

員
長
に
は
石
田
合
同
所
有
林
野
会
理
事
長
、
石
田
小

学
校
長
、
P
T
A
会
長
が
あ
た
り
委
員
は
振
興
会

役
員
、
石
田
小
教
職
員
、
元
P
T
A
会
長
等
と
な

り
ま
し
た
。
記
念
事
業
は
記
念
誌
と
閉
校
記
念
品

の
配
布
及
び
記
念

式
典
の
開
催
等
で

予
算
は
市
の
交
付

金
と
振
興
会
か
ら

の
繰
り
入
れ
に
よ

る
百
五
十
万
円
で

す
。

　�
一
人
だ
け
の
入
学
式
が
F
T
V
テ
レ
ポ
ー
ト

で
放
送
さ
れ
ま
し
た
。

2
年
ぶ
り
に
一
名
の
入
学
が
あ
り
、
石
田
小
学
校

最
後
の
入
学
式
が
四
月
六
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
来

年
で
閉
校
と
な
る
こ
と
、
又
在
校
生
と
一
緒
の
ア
ッ

ト
ホ
ー
ム
な
入
学
式
の
模
様
が
同
日
午
後
六
時
頃
か

ら
放
送
さ
れ
ま
し
た
。

4
年
目
に
し
て
小
石
田
、
北
窪
地
内
の
川
沿
い
の

道
路
や
田
畑
の
被
災
箇
所
復
旧
工
事
が
完
成
し
ま
し

た
。
護
岸
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
で
覆
わ
れ
今

後
安
心
し
て
耕
作
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

大
変
な
情
勢
が
あ
り
ま
す
が
、
今
の
平
和
な
日
本

で
暮
ら
せ
る
こ
と
が
何
よ
り
の
幸
せ
と
思
う
こ
の
ご

ろ
で
す
。

　
編
　
集
　
後
　
記

石
田
小
学
校
最
後
の
入
学
式

総
会
に
向
け
て
役
員
会
開
催

令
和
元
年
豪
雨
災
害
箇
所

　
　
　
　
　
　
復
旧
工
事
が
完
成

担任の先生と入学式
の準備状況を取材し
ました。

石田広畑地内河川復旧工事

石田小学校最後の入学式記念写真
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